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Serial Dilutions of Antibody

Control Antigen = 1 00ng Antigen= 10ng

Antigen= 30ng Antigen= 100ng
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、T細胞の抗原特異的活性化に機能する高度にシアリル化された糖タンパク質をコードし、胸腺細胞、Tリンパ球、単球、顆粒球、および一部のBリンパ球の表面に存在します。ムチン様細胞外ドメイン、膜貫通領域、およびカルボキシ末端細胞内領域を含みます。細胞外ドメインはセリンおよびスレオニン残基の割合が高く、広範なO-グリコシル化を可能とし、1つの潜在的なN-グリコシル化部位を有します。一方、カルボキシ末端領域は、活性化シグナルの伝達を媒介する可能性のあるリン酸化部位を有します。このタンパク質には様々な糖鎖型が報告されています。刺激を受けた免疫細胞では、一部の細胞種において細胞外ドメインのタンパク質分解切断が起こり、可溶性の細胞外断片が放出されます。この遺伝子の発現異常は、ウィスコット・アルドリッチ症候群と関連しています。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）紫線：抗原（10 ng）青線：抗原（50 ng）赤線：抗原（100 ng）
	

	HEK293-6E (1)、HEK293 (2)、K562 (3)、MOLT4 (4)、Jurkat (5)、およびPANC-1 (6)細胞溶解物に対するCD43マウスmAbを用いたウエスタンブロット解析。
	

	CD43 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Jurkat 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	DAB 染色による CD43 マウス mAb を使用したパラフィン包埋ヒト膀胱癌組織の免疫組織化学分析。

